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今月のトピック 

・平成 30 年度国有林モニター会議の開催

も り



北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

国
有
林
野
の
管
理
・
経
営
に

国
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
・
要

望
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、

開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」

に
ふ
さ
わ
し
い
管
理
・
経
営

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
般
の
方
か
ら
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、
2

年
間
の
任
期
の
間
に
国
有
林

野
事
業
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
国

有
林
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
等
を
行

う
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
協
力
や
モ
ニ
タ
ー
会
議

へ
の
出
席
な
ど
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。 

平
成
30･

31
年
度
モ
ニ
タ
ー 

現
在
は
、
平
成
30
年
4
月 

か
ら
平
成
32
年

3
月
ま
で

の
2
年
間
、
道
内
に
お
住
ま

い
の

48

名
の
方
に
モ
ニ
タ

ー
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

モ
ニ
タ
ー
の
性
別
・
年
齢

構
成
は
、
図
１
の
と
お
り
で

す
。
東
は
根
室
市
、
北
は
稚

内
市
、
南
は
江
差
町
ま
で
道

内
の

30

市
町
村
に
お
住
ま

い
の
方
で
、
平
均
年
齢
は
55

歳
、
年
齢
層
は
20
代
か
ら
70

代
ま
で
と
幅
広
く
、
様
々
な

職
業
の
皆
さ
ま
で
す
。
こ
の

よ
う
に
、
立
場
も
経
験
も
異

な
る
皆
さ
ま
か
ら
多
様
な
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

第
一
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

５
月
に
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

の
皆
さ
ま
に
対
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

「
北
海
道
の
森
林
」
、「
北

海
道
森
林
管
理
局
」
、
「
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
」
に
つ
い
て

質
問
し
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ま
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
回
答
や
自
由
記
述
欄

の
記
入
か
ら
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ま
が
森
林
・
林
業
の
様
々

な
面
で
関
心
が
高
い
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

森
林
管
理
局
・
森
林
管
理
署

が
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
方
が
回

答
者
の
６
割
を
こ
え
る
な
ど

取
組
に
対
す
る
課
題
も
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

図
２
は
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ま
が
森
林
・
林
業
で
興
味 

を
持
っ
て
い
る
内
容
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
次
の
ペ
ー
ジ

の
下
に
記
載
）
。 

 

平
成
30
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催 

図２ 森林・林業で興味を持っている内容
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モニター会議会場

モニターからの自己紹介

新島森林管理局長の挨拶

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議 

平
成

30
年
７
月
７
日
に

開
催
し
た
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

会
議
に
は
、
32
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
新
島
北
海
道
森

林
管
理
局
長
か
ら
、
国
土
を

守
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
機
能
を
持
つ
森
林
の

環
境
財
と
し
て
の
価
値
や
森

林
・
林
業
の
課
題
に
国
有
林

が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
等
の
説
明
を
行
っ
た

上
で
、
２
年
間
の
モ
ニ
タ
ー

期
間
を
通
じ
て
、
森
林
の

様
々
な
面
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
、
ご
提
言
を

い
た
だ
き
た
い
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
中
西
総
務
企
画

部
長
が
、
「
北
海
道
の
国
有

林
」
の
概
要
と
今
年
度
の
重

点
取
組
事
項
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ま
か
ら
、
応
募
し
た
動
機

や
、
森
林
・
林
業
や
北
海
道

森
林
管
理
局
に
つ
い
て
、
興

味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
織
り
交
ぜ
て
自
己
紹
介
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
町
村
の
広
報
誌
で
モ
ニ

タ
ー
の
募
集
を
知
っ
た
こ
と

が
応
募
動
機
と
な
っ
た
方
が

多
く
、
ご
自
身
や
身
近
な
方

が
森
林
を
相
続
し
て
今
後
ど

の
よ
う
に
維
持
管
理
す
べ
き

か
検
討
し
て
い
る
方
、
森
林

全
般
、
山
登
り
等
に
関
心
が

あ
る
方
、
海
外
で
の
経
験
や

カ
ー
ボ
ン
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
の
勉
強
を
し
た
方
な
ど
多

種
多
様
な
場
面
で
、
森
林
に

関
わ
っ
た
り
、
国
有
林
に
関

心
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
「
女
性
の
林
業

労
働
力
の
活
用
」
、
「
違
法

伐
採
へ
の
対
策
」
、
「
木
材

の
有
効
的
な
利
用
方
策
」 

な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

会
議
に
出
席
い
た
だ
い
た

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
、
事

後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
日
本
の
森
林
・

林
業
の
状
況
が
理
解
で
き
た
、

北
海
道
森
林
管
理
局
の
今
後

の
方
向
性
や
重
点
が
理
解
で

き
た
等
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

今
後
の
予
定 

 

今
年
度
は
、
秋
に
現
地
見

学
会
を
開
催
し
、
現
場
で
国

有
林
の
事
業
や
、
森
林
・
林

業
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

よ
り
一
層
国
有
林
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。 

 

ま
た
、
広
報
誌
等
の
情
報

を
お
届
け
し
な
が
ら
、
北
海

道
内
や
国
内
の
森
林
・
林
業

の
お
か
れ
て
い
る
状
況
や
課

題
に
つ
い
て
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ま
と
情
報
を
共

有
す
る
な
か
で
、
ご
意
見
を

い
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

昨年の現地見学会で見学した治山ダム

（苫小牧市）

平成 30 年度 
国有林モニターアンケート結果に

ついてはこちら

http://www.rinya.maff.go.jp/hokk

aido/apply/publicsale/tyousei/18

0604.html 
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当
署
は
我
が
国
最
東
端
に

位
置
す
る
森
林
管
理
署
で

す
。
知
床
半
島
の
南
面
側
か

ら
根
室
半
島
ま
で
の
根
室
振

興
局
管
内
１
市
４
町
（
根
室

市
、
別
海
町
、
中
標
津
町
、

標
津
町
、
羅
臼
町
）
を
管
轄

し
て
い
ま
す
。
根
室
振
興
局

管
内
は
、
漁
業
と
酪
農
が
基

幹
産
業
で
あ
り
、
森
林
の
公

益
的
機
能
に
係
る
期
待
は
と

て
も
大
き
い
で
す
。
一
方
、

こ
の
管
内
で
は
、
農
林
水
産

業
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
エ
ゾ
シ
カ
へ
の
対

策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
市
町
の
林
務
担
当
職
員

が
林
業
知
識
を
効
率
的
に
得

ら
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。 

地
域
の
課
題
の
一
つ
で
あ

る
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
つ
い
て

は
、
「
根
室
市
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
」
に
参
画
す
る

一
方
で
、
自
ら
も
「
根
室
市

国
有
林
内
エ
ゾ
シ
カ
対
策
協

議
会
」
を
主
催
し
、
そ
こ
で

の
情
報
交
換
や
意
見
を
基

に
、
囲
い
ワ
ナ
等
を
活
用
し

て
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
に
４
３
０
頭
の
エ

ゾ
シ
カ
を
捕
獲
す
る
な
ど
、

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
水
産

業
被
害
の
減
少
を
図
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
対
策
に
取
り

組
ん
で
行
く
考
え
で
す
。
 

ま
た
、
市
町
に
お
い
て
は

多
く
の
場
合
、
林
業
を
専
門

と
し
て
採
用
さ
れ
た
職
員
は

お
ら
ず
、
林
業
に
関
す
る
知

識
を
持
た
な
い
ま
ま
林
務
担

当
と
な
ら
れ
る
職
員
も
い
る

状
況
か
ら
、
今
年
度
か
ら
の

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

地
域
の
林
務
担
当
職
員
の
林

業
知
識
向
上
の
お
手
伝
い
を

根
室
振
興
局
森
林
室
と
協
力

し
て
行
う
た
め
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
地
域
の
林
務

担
当
職
員
（
特
に
新
任
の
担

当
者
）
の
方
に
当
署
管
内
で

実
施
し
て
い
る
伐
採
か
ら
造

林
（
地
拵
え
（
じ
ご
し
ら
え
）
）

ま
で
の
一
貫
作
業
の
現
場
等

を
活
用
し
た
現
地
検
討
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
高
性

能
林
業
機
械
に
よ
る
生
産
や

大
型
機
械
に
よ
る
地
拵
え
、

コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
等
の

「
低
コ
ス
ト
作
業
等
」
の
様

子
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
等
を
通

じ
て
林
業
知
識
向
上
を
図
っ

て
い
た
だ
き
、
地
域
の
林
業

に
「
低
コ
ス
ト
作
業
等
」
が

普
及
・
定
着
し
て
い
く
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

併
せ
て
、
新
し
い
ツ
ー
ル

（
ド
ロ
ー
ン
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
）

の
森
林
管
理
・
経
営
に
お
け

る
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
、

市
町
の
林
務
担
当
職
員
や
林

業
事
業
体
と
一
緒
に
な
っ
て

勉
強
会
を
実
施
し
、
意
見
交

換
や
情
報
提
供
等
を
通
じ

て
、
地
域
林
業
の
更
な
る
技

術
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

は
じ
め
に 

エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策
の
推
進

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
組 

囲いワナによる捕獲状況 

ハーベスターによる伐倒・造材

ドローン撮影による風倒被害の把握
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丸
瀬
布
森
林
事
務
所
は
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内
中
部
に

位
置
す
る
遠
軽
町
丸
瀬
布
に
あ
り
、

管
理
面
積
は
金
山
担
当
区
４
，
４

８
５
．
６
５
㏊
、
丸
瀬
布
担
当
区

５
，
４
１
８
．
４
２
㏊
、
武
利
担

当
区
１
５
，
２
７
８
．
５
７
㏊
、

合
計
２
５
，
１
８
４
．
６
４
㏊
に

も
及
ぶ
広
大
な
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。 

こ
こ
丸
瀬
布
町
は
、
観
光
資
源

も
豊
富
で
「
森
林
公
園
・
い
こ
い

の
森
」
に
は
動
態
保
存
と
し
て
北

海
道
遺
産
や
近
代
化
産
業
遺
産
に

指
定
さ
れ
た
「
森
林
鉄
道
蒸
気
機

関
車
・
雨
宮
21
号
」
が
４
月
か
ら

10
月
ま
で
土
・
日
・
祝
日
限
定
で

運
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
（
夏
休

み
期
間
中
は
毎
日
） 

こ
の
広
報
に
使
う
た
め
の
写
真

撮
影
が
て
ら
乗
っ
て
み
ま
し
た
が
、

小
さ
い
な
が
ら
も
か
な
り
の
迫
力

で
し
た
。
ぜ
ひ
お
近
く
に
お
越
し

の
際
に
は
乗
車
し
て
み
て
下
さ
い
。 

い
こ
い
の
森
に
は
こ
の
他
に
も

キ
ャ
ン
プ
場
や
温
泉
施
設
、
タ
レ

ン
ト
の
哀
川
翔
さ
ん
で
お
な
じ
み

の
昆
虫
生
態
館
な
ど
数
多
く
の
施

設
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
丸
瀬
布
町
に
は
道
内
で

は
数
少
な
い
滝
の
裏
側
に
回
る
こ

と
の
出
来
る
『
山
彦
の
滝
』
や
大

雪
山
の
北
東
部
に
あ
る
標
高
１
，

８
７
６
．
２
ｍ
を
誇
る
雄
峰
『
武

利
岳
』
が
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
武
利
岳
に
向
か
う
登
山
道
は

丸
瀬
布
側
と
北
見
市
留
辺
蘂
町
か

ら
の
２
箇
所
あ
り
ま
す
が
、
丸
瀬

布
側
の
道
道
は
４
年
前
よ
り
通
行

止
め
、
留
辺
蘂
側
も
２
年
前
の
台

風
に
よ
り
大
規
模
林
道
が
崩
壊
し

て
お
り
現
在
は
登
山
が
出
来
な
い

状
況
で
あ
り
早
期
の
復
旧
が
待
た

れ
ま
す
。 

当
事
務
所
で
は
北
海
道
森
林
管

理
局
と
連
携
し
て
、
『
網
走
西
部

署
管
内
に
お
け
る
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ

コ
ン
テ
ナ
苗
外
の
調
査
等
に
つ
い

て
』
の
事
業
地
と
し
て
試
験
林
を

設
置
し
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え

る
主
伐
期
に
備
え
、
効
率
的
な
低

コ
ス
ト
・
省
力
化
の
た
め
の
森
林

の
再
生
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

コ
ン
テ
ナ
苗
の
調
査
は
育
苗
期

間
が
短
く
、
初
期
成
長
が
早
い
ド

イ
ツ
ト
ウ
ヒ
に
着
目
し
、
ド
イ
ツ

ト
ウ
ヒ
、
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
、 

ト

ド
マ
ツ
の
裸
苗
と
コ
ン
テ
ナ
苗
を

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
植
栽
し
、

今
後
は
こ
れ
ら
の
活
着
率
・
成
長

量
を
調
査
し
て
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ
の

特
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。 

さ
ら
に
ト
ド
マ
ツ
の
夏
期
の
植

栽
を
８
月
１
日
～
15
日
の
間
に

実
施
し
、
成
長
経
過
等
の
調
査
を

行
い
ま
す
。 

４
月
１
日
に
赴
任
し
て
き
て

４
ヶ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
当
初
は
、
全
森
林
官
が

異
動
と
な
り
、
業
務
引
継
書
に
書

き
き
れ
な
い
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に

戸
惑
い
ま
し
た
が
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
仕
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
丸
瀬
布
は
北
大
雪
山
系

近
く
の
た
め
か
山
の
傾
斜
が
急
で

定
年
を
間
近
に
控
え
た
老
体
に
と

っ
て
は
厳
し
い
労
働
環
境
で
す
が
、

二
晩
く
ら
い
徹
夜
し
て
も
へ
こ
た

れ
な
い
若
い
森
林
官
、
体
力
無
尽

蔵
の
係
員
の
協
力
や
、
時
に
は
長

年
の
経
験
で
丸
瀬
布
の
隅
の
隅
ま

で
熟
知
し
て
い
る
非
常
勤
職
員
の

助
言
の
下
、
何
と
か
こ
な
し
て
い

る
状
況
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
文
字
通
り
職
員

一
丸
と
な
っ
て
、
広
大
な
国
有
林

の
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

網走西部森林管理署 

丸瀬布森林事務所 

首席森林官 太田 康弘 
前列中央が本人 

丸
瀬
布
の
観
光
資
源 

森
林
で
の
業
務 

最
後
に 

森林鉄道蒸気機関車･雨宮 21 号

大迫力 山彦の滝

こ ん に ち は 森 林 官 です! 

コンテナ苗の調査中

森
林
事
務
所
概
要 
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子どもたちへ絵本の 
読み聞かせボランティア 

斜
里
郡
斜
里
町
ウ
ト
ロ
に

位
置
す
る
知
床
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー
に
は
庁
舎
内

や
周
辺
に
３
つ
の
施
設
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら

の
施
設
の
活
用
状
況
を
紹
介

し
ま
す
。 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
施
設

こ
の
施
設
は
、
次
の
２
つ

の
目
的
を
も
と
に
一
般
に
向

け
て
広
く
開
放
し
て
お
り
、

観
光
客
の
方
や
地
元
住
民
の

方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
１
）
知
床
世
界
自
然
遺
産

の
森
林
に
関
す
る
情
報
提
供

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
場
を
提
供

 

無
料
で
貸
切
り
も
行
っ
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、
木
育
を
目

的
と
し
た
遊
び
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
子
ど
も
向
け
の
内
容
が

多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

●
会
議
室

セ
ン
タ
ー
庁
舎
内
に
あ
る

会
議
室
は
、
主
に
環
境
省
や

北
海
道
、
斜
里
町
、
知
床
財

団
な
ど
関
係
機
関
と
の
会
議

や
打
合
せ
の
場
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。 

世
界
自
然
遺
産
の
管
理
に

つ
い
て
は
単
独
の
機
関
の
み

で
解
決
・
遂
行
で
き
る
こ
と

は
少
な
く
、
こ
の
よ
う
な
関

係
機
関
と
の
連
携
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

我
々
の
業
務
内
だ
け
で
は
な

く
、
知
床
で
活
動
す
る
ガ
イ

ド
さ
ん
や
知
床
に
関
係
す
る

団
体
の
会
議
や
研
修
の
場
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

●
国
設
知
床
野
営
場

当
野
営
場
は
、
網
走
南
部

森
林
管
理
署
の
管
轄
内
の
敷

地
で
、
知
床
斜
里
町
観
光
協

会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
は
６
月

か
ら
９
月
末
ま
で
開
設
し
て

お
り
、
冬
期
に
は
イ
ベ
ン
ト

「
知
床
流
氷
フ
ェ
ス
」
も
行

わ
れ
ま
す
。 

 

近
年
の
野
営
場
の
利
用
者

数
は
年
間
約
６
千
人
（
下
図

参
照
）
で
、
台
風
な
ど
の
影

響
で
多
少
の
増
減
は
あ
る
も

の
の
、
近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ー
ム
の
影
響
か
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
比
較
的
道
外

客
の
割
合
が
高
く
、
夏
休
み

期
間
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
中

心
に
連
泊
さ
れ
る
方
が
多
く

な
り
ま
す
。 

以
上
の
よ
う
に
当
セ
ン
タ

ー
で
は
、
付
属
施
設
を
地
元

住
民
や
観
光
客
の
方
に
も
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
有

効
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
拠

点
と
な
る
よ
う
日
々
努
め
て

い
き
ま
す
。 

図：知床野営場利用者数（10 年間）
※H20～H23 は 6 月 20 日～ 9 月 20 日 まで 開設

H23～H29 は 6 月１ 日～9 月 30 日 まで 開 設

知床ヒグマ対策連絡会議 

国設知床野営場 
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山の日記念
小樽天狗山登山会

平成30年8月2日（木）、3日（金）の2日間、モエレ沼

公園ガラスのピラミッドで「わくわく夏休み子ども体

験デー」を開催しました。農林水産業に関する体験

や食育を通して、子どもたちが夏休みに広く社会を

知る体験活動の機会となるイベントです。森林管理

局、農政事務所、開発局、植物・動物検疫所、農畜

産業振興機構、水産研究・教育機構がそれぞれの

特色を生かしたブースを出して、参加した子どもた

ちは楽しみながら多くの経験ができたと思います。

2日間で531人の方が来場されました。

平成30年7月20日(金)、北海道森林管理局は札幌

市内各施設で実施された「カルチャーナイト2018」に
参画しました。カルチャーナイトとは、公共施設や文

化施設等を夜間解放して市民や観光客に地域文化

を楽しんでいただく行事です。北海道森林管理局は

1階ウッディホールで「おがくず粘土づくり」「木のコー

スターづくり」「紙でつくる木のタネ飛ばし」「森のしご

と漫画展」を実施しました。当日は天気も良く、17時
～20時30分までの間に222人もの方にお越し頂き、

最初から最後まで各ブース満席で大盛況でした。

検索森もりスクエア詳細は

カルチャーナイト2018

平成30年8月4日（土）に山の日記念 小樽天
狗山登山会を開催しました。総勢87名という

多くの方に参加いただき、「地蔵コース」と「山
頂森林浴コース」をそれぞれ歩きました。暑す
ぎず丁度いい季候で、頂上では綺麗な海を眺
めることもできて、とても楽しい登山会になりま
した。

（技術普及課）

（技術普及課）

（技術普及課）

山の日記念

小樽天狗山登山会

沼田町「いこいの広場」で木工体験

平成30年7月27日(金)、沼田町で開催された「第44
回いこいの広場」において、「バードテーブルを作っ

てみよう！」というブースで木工体験を開催しました。

当日は30度を超える暑さの中、沼田町役場の職員、

空知総合振興局森林室砂川事務所、地元在住の指

導林家の皆さんにお手伝いいただき、子供たちに金

槌の使い方を指導し、バードテーブルを作りました。

今後も地域と連携し、子供たちと木に触れる機会を

通じて木育推進の一助となれるよう取り組みを進め

ていきます。 （北空知支署）

ピリカまつりでおやこ木工体験

平成30年7月22日(日)、今金町クアプラザをメイン会

場として「ピリカまつり」が開催されました。クアプラ

ザに隣接するピリカスキー場が国有林内にあるとい

うこともあり、渡島森林管理署では毎年「おやこ木工

体験」ブースを開いています。

設置したブースには親子連れなどで大盛況でした。

巣箱づくりでは、金槌を使う作業が多く、難しいかも

しれないと思っていたのですが、上手に釘を打つ子

が多く、驚かされました。

（渡島森林管理署）

わくわく夏休み子ども体験デー
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〒064-8537 札幌市中央区宮の森

3条７丁目７０

ＩＰ電話 050-3160-6300
電 話 011-622-5213
F A X 011-622-5194

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/

も り

定山渓の森（国有林）は、私たち市民にとって豊かでおいしい水を
育む大切な水源の森です。

「札幌水源の森づくり」は、市民のみなさんと一緒に貴重な財産で
ある水源の森を育み次世代へ引継ぐ取組みです。

参加無料

○ポット苗木を作るコーナー ○ラベンダーの花苗プレゼント（先着１００名）
○きぼう（木棒）づくりコーナー ○木の漢字パズルコーナー
○「森・水」等のクイズコーナー ○パネル展示

第６９回北海道植樹祭 ～小さな芽 大きな未来 つまってる～

植樹祭・育樹祭

北海道命名１５０年記念 北海道・木育（もくいく）フェスタ２０１８

日時：２０１８年９月９日（日）

１０：００～１４：００（雨天決行、荒天時中止）

場所：道民の森 神居尻地区（当別町）

10:00～10:25
（受付開始/9:30）

●アトラクション 多目的広場ステージ

●ミニテント村
（催事・協賛行事）

多目的広場
（神居尻案内所）

10:30～10:48 ●式典

11:10～12:00 ●①植樹（※定員/600名 先着順） 水源の森

●②育樹（※定員/200名 先着順） 第２駐車場 隣接地

13:00～14:00 ●森林散策（※定員/100名 先着順） 総合案内所周辺

この行事に参加を希望される方は、必ず事前の申込みが必要です。詳しくはホームページを
ご覧下さい。 ※木育フェスタ２０１８で検索

－お問い合わせ先－ 技術普及課 011-622-5245

道民の森 神居尻地区（当別町）での「水源の森づくり」に参加しませんか？

「道民森づくりの集い」「道民森づくりの集い」

日日時：９時：９月３月３０日（０日（日曜日曜日日））
１１０時～０時～１５１５時時

   場所：野所：野幌自幌自然公園然公園
（（開拓の開拓の村、村、自然ふ自然ふれあれあい交流い交流館）館）

－お問い合わせ先－ 石狩地域森林ふれあい推進センター 011-622-5114
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